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日本心臓財団より

日
本
心
臓
財
団
は
、
わ
が
国
三
大
死
因
の
う
ち
の
心
臓
病
と
脳
卒
中

の
制
圧
を
目
指
し
て
、
一
九
七
○
年
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

当
財
団
は
、
研
究
に
対
す
る
助
成
や
予
防
啓
発
、
ま
た
世
界
心
臓
連

合
加
盟
団
体
と
し
て
の
諸
活
動
を
通
し
て
、
心
臓
血
管
病
の
予
防
・
制

圧
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
当
財
団
は
皆
様
の
ご
寄
付
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

財
団
法
人
日
本
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団
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症状のない虚血性心疾患は少なくない

■虚血性心疾患と心臓性突然死

ご
存
じ
で
す
か
、

症
状
の
な
い
狭
心
症
？

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
は
、
心
臓

の
筋
肉
（
心
筋
）
に
栄
養
と
酸
素

を
送
る
冠
動
脈
が
動
脈
硬
化
な
ど

で
狭
く
な
る
、
あ
る
い
は
完
全
に

詰
ま
る
こ
と
に
よ
り
心
筋
に
虚
血

を
引
き
起
こ
す
疾
患
で
す
。
狭
心

症
の
症
状
に
は
胸
痛
の
ほ
か
下
顎

や
左
腕
の
痛
み
、
喉
が
詰
ま
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、

痛
み
は
五
分
以
内
に
消
失
す
る
の

が
特
徴
で
す
。
ま
た
心
筋
梗
塞
の

場
合
は
、
胸
痛
が
三
〇
分
以
上
続

き
、
生
命
に
関
わ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
症
状
の
な
い
狭
心
症

（
無
症
候
性
心
筋
虚
血
）
も
あ
る

と
い
う
こ
と
が
、
最
近
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
二
十
四
時

間
継
続
的
に
測
定
で
き
る
心
電
図

（
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
）
や
冠
動
脈

造
影
法
な
ど
の
検
査
法
の
進
歩
に

よ
り
、
症
状
が
な
く
て
も
病
状
が

進
行
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

無
症
候
性
心
筋
虚
血
の

の
タ
イ
プ

3
つ

■心筋シンチグラフィ

心筋虚血

無
症
候
性
心
筋
虚
血
に
は
三
つ

の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

（
1
）狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
と
今

ま
で
に
診
断
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

人
、
自
分
で
は
健
康
と
思
っ
て
い

る
人
の
中
に
み
ら
れ
る
無
症
状
の

心
筋
虚
血

（
2
）心
筋
梗
塞
発
症
後
に
現
れ

る
胸
痛
を
伴
わ
な
い
心
筋
虚
血

（
3
）明
ら
か
に
狭
心
症
が
あ
り
、

同
時
に
併
存
す
る
症
状
の
な
い
心

筋
虚
血

（
2
）（
3
）の
場
合
は
、
明
ら
か
な

虚
血
性
心
疾
患
が
認
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
無
症
候
性
心
筋
虚
血
は

比
較
的
見
つ
か
り
や
す
い
わ
け
で

す
が
、（
1
）の
タ
イ
プ
は
早
期
発

見
が
困
難
で
す
。

こ
う
し
た
無
症
候
性
心
筋
虚
血

を
発
見
す
る
方
法
と
し
て
は
、
ホ

ル
タ
ー
心
電
図
や
運
動
し
な
が
ら

測
る
心
電
図
（
負
荷
心
電
図
）、

さ
ら
に
心
電
図
で
変
化
が
現
れ
な

い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
疑
わ

し
い
と
き
は
負
荷
心
エ
コ
ー
（
超

音
波
検
査
）、
負
荷
心
筋
シ
ン
チ

グ
ラ
フ
ィ
（
放
射
性
同
位
元
素
を

用
い
て
心
筋
虚
血
部
位
を
描
出
す

る
方
法
）
な
ど
の
検
査
法
が
あ
り

ま
す
。

自自称称““健健康康人人””ににもも
22～～33％％のの頻頻度度

無
症
候
性
心
筋
虚
血
の
頻
度
に

つ
い
て
は
詳
細
な
調
査
は
な
か
な

か
困
難
で
す
が
、
狭
心
症
の
自
覚

症
状
が
な
く
健
康
と
思
わ
れ
て
い

る
日
本
人
の
中
に
も
二
〜
三
％
に

存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
狭
心
症
が
あ
る
場
合
は
、

心
筋
梗
塞
に
移
行
し
や
す
い
不

安
定
狭
心
症
だ
と
五
〇
〜
八
〇

％
、
安
定
狭
心
症
で
も
二
〇
〜

四
〇
％
の
頻
度
で
一
過
性
の
無
症

状
の
心
筋
虚
血
が
起
こ
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
。

と
く
に
糖
尿
病
が
あ
る
人
は
動

脈
硬
化
が
進
行
し
や
す
く
、
合
併

症
の
一
つ
に
神
経
障
害
も
あ
る
こ

と
か
ら
痛
み
を
感
じ
に
く
く
な
り

ま
す
。
無
症
候
性
心
筋
虚
血
の
頻

度
も
、
糖
尿
病
が
あ
る
と
三
〜
四

倍
と
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
若
い

人
に
比
べ
高
齢
者
に
無
症
状
の
ケ

ー
ス
が
多
く
な
る
こ
と
も
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

無無
症症
状状
だ
か
ら
こ
そ

定定
期期
検検
診診
が
必
要

心
臓
性
突
然
死
は
一
見
健
康
そ

う
に
み
え
る
人
を
襲
う
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
が
、
そ
の
背
景
の
一
部

に
無
症
候
性
心
筋
虚
血
が
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
心
臓
性
突
然

死
は
急
性
心
筋
梗
塞
、
不
安
定
狭

心
症
な
ど
急
性
の
虚
血
性
心
疾
患

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
新
た
に
無
症
候
性
心
筋
虚
血

も
加
え
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。無

症
候
性
心
筋
虚
血
を
発
見
す

る
た
め
に
は
、
男
性
で
は
四
〇
歳

を
過
ぎ
て
、
生
活
習
慣
病
の
危
険

因
子
（
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖

尿
病
、
喫
煙
、
肥
満
な
ど
）
が
二

つ
以
上
あ
れ
ば
、
専
門
病
院
で
心

血
管
病
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
女
性
の
場
合
は
五
〇
歳
を
過

ぎ
て
、
同
様
の
危
険
因
子
が
二
つ

以
上
あ
れ
ば
検
査
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
危
険
因
子
が
な
く
て

も
心
臓
病
の
早
期
発
見
の
た
め

に
、四
〇
歳
を
過
ぎ
た
ら
年
一
回
、

定
期
的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

運動負荷後 安静時


